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(54) Title: REFRIGERATOR

(54) 発 明 の 名 称 ：冷蔵 庫

(57) Abstract: A remgerator i s provided with a thermal insulation cabinet
configured into a box-shape having an opening in the front surface thereof,
and having a thermal insulation panel sandwiched between an outer plate for
configuring the outside surface of the refrigerator, and an inner plate for con
figuring the inside surface o f the remgerator. A vertical reinforcing member
i s provided along the edge on the opening side o f the left-side wall and the
right-side wall, which configure the thermal insulation cabinet.

(57) 要 約 ： 冷 蔵 庫 は 、 前 面 に 開 口 を有 す る箱 状 に構 成 され 庫
外 側 の 面 を構 成 す る外 板 と庫 内側 の 面 を構 成 す る 内板 との 間
に 断 熱 パ ネ ル を有 す る 断 熱 キ ャ ビネ ッ トを備 え る 。 断 熱 キ ヤ
ビネ ッ トを構 成 す る 左 側 壁 及 び 右 側 壁 の 開 口側 の 縁 部 に は 、
縦 補 強 部 材 が 設 け られ て い る。
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明 細 書

発明の名称 ：冷蔵庫

技術分野

[0001 ] 本発明の実施形態は、冷蔵庫 に関する。

背景技術

[0002] 冷蔵庫の本体である断熱キャビネッ トは、外箱 と、内箱 と、外箱および内

箱の間に設けられた断熱材 と、 を有 し、全体 と してほぼ箱状 に構成 されてい

る。近年、断熱キャビネッ トの断熱材 と して、真空断熱パネルなどの断熱性

能の高い断熱パネルを用いたものがある。 このような断熱キャビネッ 卜は、

断熱性能の向上が図 られるため、断熱キャビネッ 卜を構成する周囲の壁を薄

くすることができる。

[0003] 一般 に、冷蔵庫の断熱キャビネッ トは、前側 に開口を有 し、例えば上下方

向に長い矩形の箱状 に形成 されている。 この場合、断熱キャビネッ トを構成

する周囲の壁のうち、左右側壁及び後壁は、他の壁つまり天井壁及び底壁よ

りも大 きい。 これ ら左右側壁及び後壁のうち、後壁は、その周囲が他の壁 と

連結 されているか又は一体 となっている。一方、左右側壁は、その前部すな

わち開口側の端部が、開口を形成するため他の壁に連結 されていない。 この

ため、左右の側壁の開口部側は、後部 よりも強度がやや劣ることとなる。 し

たがって、左右側壁は、他の壁よりも変形するおそれが高 く、断熱パネルを

用いて断熱キャビネッ 卜の周壁を薄 くした場合には、 さらに変形のおそれが

高 くなる。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特開平 4 - 2 6 0 7 8 0 号公報

特許文献2 ：特開平 6 — 1 4 7 7 4 4 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題



[0005] そこで、断熱キャビネットの左右側壁が変形することを抑制できる冷蔵庫

を提供する。

課題を解決するための手段
[0006] 実施形態の冷蔵庫は、前面に開口を有する箱状に構成され庫外側の面を構

成する外板と庫内側の面を構成する内板との間に断熱パネルを有する断熱キ

ャビネッ卜を備える。前記断熱キャビネッ卜を構成する左側壁及び右側壁の

前記開口側の縁部には、縦補強部材が設けられている。

図面の簡単な説明

[0007] [ 図1]第一実施形態による冷蔵庫の外観を示す斜視図

[図2]断熱キャビネッ卜を上方から見た外観を示す斜視図

[図3]断熱キャビネッ卜を下方から見た外観を示す斜視図

[図4]断熱キャビネッ卜を分解して示す斜視図

[図5]左側壁用断熱パネルを分解して示す斜視図

[図6]断熱キャビネッ卜の横断平面図

[図7]左側壁用断熱パネル及び天井壁用断熱パネルのコーナー部の縦断正面図

[図8]縦補強部材及び上部補強部材を図示したヒンジ部材取付前における断熱

キヤビネッ卜の斜視図

[図9]上部補強部材を分離した状態での前仕切部材取付前における断熱キヤビ

ネッ卜の斜視図

[図10]左側壁用断熱パネルの前部分の横断平面図

[図11]図 1 0 とは異なる部分での左側壁用断熱パネルの前部分の横断平面図

[図12] ヒンジ部材部分の正面図

[図13]図 1 2 の切断線X 1 3 - X 3 による横断平面図

[図14]図2 の切断線X 4 - X 4 による横断平面図

[図15]図 1 4 の切断線X 5 - X 5 による縦断側面図

[図16]図2 の切断線X 1 6 - X 6 による縦断側面図

[図17]棚受部材部分の斜視図

[図18]左側壁用断熱パネルにおける冷蔵室底板用取付部材部分の縦断側面図



[ 図19]橋架状補強部材を分離 した状態での冷蔵室底板用取付部材部分の斜視

図

[ 図20] 左側壁用断熱パネル における第一 レール用取付部材部分の縦断側面図

[ 図2 1] 第一 レール用取付部材にレ一ルを取り付けた状態での縦断側面図

[ 図22] 仕切壁用取付部材部分の斜視図

[ 図23] 左側壁用断熱パネルにおける仕切壁用取付部材部分の縦断側面図

[ 図24] 第二実施形態を示す左側壁用断熱パネル、底壁用断熱パネル及び右側

壁用断熱パネルの縦断正面図

発明を実施するための形態

[0008] 第一実施形態について図 1 から図 2 3 を参照 して説明する。図 1 に示すよ

うに、冷蔵庫 1 は、断熱キャビネット2 を主体として構成されている。断熱

キャビネット2 は、図 2 に示すように、その内部に、冷蔵室 3 、野菜室 4 、

製氷室 5 、小冷凍室 6 、及び主冷凍室 7 を有 している。冷蔵室 3 は、断熱キ

ャビネット2 の最上部に設けられている。野菜室 4 は、冷蔵室 3 の下側に設

けられている。製氷室 5 及び小冷凍室 6 は、野菜室 4 の下側に左右に並べて

設けられている。主冷凍室 7 は、製氷室 5 及び小冷凍室 6 の下側、即ち断熱

キャビネッ卜2 の最下部に設けられている。

[0009] 冷蔵室 3 、野菜室 4 、製氷室 5 、小冷凍室 6 、及び主冷凍室 7 は、それぞ

れ貯蔵室を形成 している。このうち、冷蔵室 3 及び野菜室 4 は、冷蔵温度帯

の貯蔵室であり、庫内温度が例えば0 °C ~ 1 0 °C に制御される。このため、

冷蔵室 3 と野菜室 4 との間は、有る程度の断熱性を確保できれば良く、例え

ば板部材である合成樹脂製の冷蔵室底板 8 によって仕切 られている。製氷室

5 、小冷凍室 6 、及び主冷凍室 7 は、冷凍温度帯の貯蔵室であり、庫内温度

が例えば冷凍温度帯である— 1 8 °C以下に制御される。冷蔵温度帯の野菜室

4 と、冷凍温度帯の製氷室 5 及び小冷凍室 6 との間は、断熱性を有する断熱

仕切壁 9 によって上下に仕切 られている。断熱仕切壁 9 は、冷蔵温度帯の野

菜室 4 と、冷凍温度帯の製氷室 5 及び小冷凍室 6 との間の熱漏洩を低減する

。冷蔵室底板 8 は、冷蔵室 3 の底板を構成 しており、貯蔵品が載置される。



[001 0] 図 2 及び図 3 に示 す よ うに、 断熱 キ ャ ビネ ッ ト2 の前部 には、前仕切部材

1 0 、 1 1 、 1 2 、 3 が設 け られている。前仕切部材 1 0 は、冷蔵室底板

8 の前方 に位置 して左右横方 向へ延びている。前仕切部材 1 1 は、 断熱仕切

壁 9 の前方 に位置 して左右横方 向へ延びている。 また、前仕切部材 1 2 は、

製氷室 5 と小冷凍室 6 との間 に位置 して上下方 向へ延びている。前仕切部材

3 は、製氷室 5 及び小冷凍室 6 と、 主冷凍室 7 との間 に位置 して左右横方

向へ延びている。

[001 1] 冷 蔵室 3 は、 図 1 に示 す よ うに、左右二枚 の回転扉 1 5 、 6 を備 えてい

る。 回転扉 1 5 、 1 6 は、冷蔵庫 3 の前面 を開閉す る。 断熱 キ ャ ビネ ッ 卜2

は、 図 2 及び図 3 に示 す よ うに、左右両端部 の上部 及び 中間部 に設 け られた

ヒンジ部材 1 7 a 、 1 7 b 、 1 8 a 、 1 8 b を有 している。 回転扉 1 5 、

6 は、 ヒンジ部材 1 7 a 、 1 7 b 、 1 8 a 、 1 8 b を中心 に前後方 向 に回動

され る観音 開 き式であ る。

[001 2] す なわち、左側 の回転扉 1 5 は、上下一対 の ヒンジ部材 1 7 a 、 1 7 匕に

よ って回転可能 に支持 されている。上下一対 の ヒンジ部材 1 7 a 、 1 7 b の

うち、 一方 の ヒンジ部材 1 7 b は、 断熱 キ ャ ビネ ッ ト2 を構成 す る左側壁用

断熱パ ネル 2 6 の前縁 にあ って上下方 向のほぼ中間部分 に設 け られている。

他方 の ヒンジ部材 1 7 a は、 断熱 キ ャ ビネ ッ 卜2 を構成 す る天井壁 であ る天

井壁用断熱パ ネル 2 8 の前縁 の左部 に設 け られている。 ヒンジ部材 1 7 a は

、 下向 きに突 出す る ヒンジ軸 1 7 a j を有 している。 ヒンジ部材 1 7 b は、

上 向 きに突 出す る ヒンジ軸 1 7 b j を有 している。 そ して、左側 の回転扉 1

5 は、 ヒンジ軸部 1 7 a j 、 7 b j に回転可能 に支持 されている。

[001 3] 同様 に、右側 の回転扉 1 6 は、上下一対 の ヒンジ部材 1 8 a 、 8 b によ

つて回転可能 に支持 されている。上下一対 の ヒンジ部材 1 8 a 、 1 8 b の う

ち、 一方 の ヒンジ部材 1 8 b は、 断熱 キ ャ ビネ ッ ト2 を構成 す る右側壁用断

熱パ ネル 2 7 の前縁 にあ って上下方 向のほぼ中間部分 に設 け られている。他

方 の ヒンジ部材 1 8 a は、 天井壁用断熱パ ネル 2 8 の前縁 の左部 に設 け られ

ている。 ヒンジ部材 1 8 a は、 下向 きに突 出す る ヒンジ軸 1 8 a j を有 して



いる。 ヒンジ部材 1 8 b は、上向 きに突出する ヒンジ軸 1 8 b j を有 してい

る。 そ して、右側 の回転扉 1 6 は、 ヒンジ軸 1 8 a j 、 8 b j に回転可能

に支持 されている。

[0014] 野菜室 4 の前面 は、 引 き出 し式の扉 1 9 によって開閉され る。扉 1 9 の裏

側 には、 図示 しない野菜収納容器が設 け られている。製氷室 5 の前面 は、 引

き出 し式の扉 2 0 によって開閉され る。製氷室 5 には図示 しない製氷装置が

設 け られている。 また、扉 2 0 の裏側 には、 図示 しない氷収納容器が設 け ら

れている。小冷凍室 6 の前面 は、 引 き出 し式の扉 2 1 によって開閉され る。

扉 2 1 の裏側 には、 図示 しない収納容器が設 け られている。主冷凍室 7 の前

面 も、 引 き出 し式の扉 2 2 によって開閉され る。扉 2 2 の裏側 には、 図示 し

ない収納容器が設 け られている。

[001 5] 引 き出 し式の扉 1 9 、 2 0 、 2 1 、 2 2 で開閉され る貯蔵室である野菜室

4 、製氷室 5 、小冷凍室 6 、主冷凍室 7 は、各貯蔵室 4 、 5 、 6 、 7 の容量

が、 それぞれ異 な っている。 この場合、各貯蔵室 4 、 5 、 6 、 7 の容量 は、

主冷凍室 7 、野菜室 4 、小冷凍室 6 、製氷室 5 の順 に大 きい。 これ ら貯蔵室

4 、 5 、 6 、 7 の うち、容積 の大 きい主冷凍室 7 は、他 の貯蔵室 この場合野

菜室 4 、製氷室 5 及び小冷凍室 6 よ りも下方 に設 け られている。

[001 6] 断熱箱体 と しての断熱 キャ ビネ ッ ト2 は、 図 4 に示すように、複数 の断熱

壁、 この場合、後壁用断熱パ ネル 2 5 と、左側壁用断熱パ ネル 2 6 と、右側

壁用断熱パ ネル 2 7 と、天井壁用断熱パ ネル 2 8 と、底壁用断熱パ ネル 2 9

とを組み合わせ ることによって、前面が開 口 した上下方向に長 い矩形 の箱状

に構成 されている。 この場合、後壁用断熱パ ネル 2 5 は、断熱 キャ ビネ ッ ト

2 の後壁 を構成 する。左側壁用断熱パ ネル 2 6 は、断熱 キャ ビネ ッ ト2 の左

側壁 を構成 する。右側壁用断熱パ ネル 2 7 は、断熱 キャ ビネ ッ ト2 の右側壁

を形成 する。天井壁用断熱パ ネル 2 8 は、断熱 キャ ビネ ッ ト2 の天井壁 を形

成 する。底壁用断熱パ ネル 2 9 は、断熱 キャ ビネ ッ ト2 の底壁 を構成 する。

[001 7] 断熱パ ネル 2 5 ~ 2 9 は、 いずれ も真空断熱パ ネル を有 している。後壁用

断熱パ ネル 2 5 、左側壁用断熱パ ネル 2 6 及び右側壁用断熱パ ネル 2 7 の基



本的な概 略構成 は同様 であるため、左側壁用断熱パ ネル 2 6 を代表 して説明

する。 図 5 に示すように、左側壁用断熱パ ネル 2 6 は、外板 3 0 B と、 内板

3 1 B と、真空断熱パ ネル 3 2 とを有 している。真空断熱パ ネル 3 2 は、板

状 に構成 され、外板 3 0 B と内板 3 1 B との間に設 け られて断熱材 と して機

能する。 すなわち、左側壁用断熱パ ネル 2 6 は、外板 3 0 B と内板 3 1 B と

の間に真空断熱パ ネル 3 2 を介在 させた構成 である。外板 3 0 B は、金属製

の板 であ って、断熱 キャ ビネ ッ 卜2 の外箱 を構成 する。 内板 3 B は、合成

樹脂製 の例 えばシ一 卜状 の部材であ って、断熱 キヤ ビネ ッ 卜2 の内箱 を構成

する。 なお、 内板 3 B について、表面 と称 する場合 は冷蔵庫 の庫 内側 の面

を指 し、裏面 と称 する場合 は冷蔵庫 の庫 内 と反対側 の面すなわち真空断熱パ

ネル 3 2 側 の面 を指すもの とする。

[001 8] 左側壁用断熱パ ネル 2 6 の内板 3 1 B には、 図 5 に示すように、棚 受部材

4 0 、冷蔵室底板用取付部材 4 1 、 第一 レール用取付部材 4 2 、仕切壁用取

付部材 4 3 、 第二 レ一ル用取付部材 4 4 、支持具 6 5 が取 り付 け られている

。 内板 3 B は、 これ ら棚 受部材 4 0 、冷蔵室底板用取付部材 4 1 、 第一 レ

一ル用取付部材 4 2 、仕切壁用取付部材 4 3 、 第二 レール用取付部材 4 4 、

支持具 6 5 を一体 に有 した状態で、真空断熱パ ネル 3 2 に接着 されている。

[001 9] 真空断熱パ ネル 3 2 は、 図 7 、 図 1 6 、 図 1 8 に示すように、一方の面が

、 内板 3 1 B の裏面 に対 して図示 しない接着剤 によ り接着 されている。 また

、真空断熱パ ネル 3 2 は、前記一方の面 とは反対側 の他方の面が、外板 3 0

B の内面 に対 して図示 しない接着剤 によ り接着 されている。 これ によ り、真

空断熱パ ネル 3 2 は、 内板 3 1 B と外板 3 0 B との間に挟み込 まれた状態で

固定 されている。

[0020] 真空断熱パ ネル 3 2 は、 図 1 6 、 図 1 8 に示すように、 ガラスウールな ど

の コア材 3 5 と、 ガスバ リァ性 を有 する包装材 3 8 とか ら構成 されている。

真空断熱パ ネル 3 2 は、 コア材 3 5 を包装材 3 8 内に収容 し、 この状態で包

装材 3 8 内を真空引 きすることによってパ ネル状 つ ま り板状 に構成 され る。

[0021 ] 左側壁用断熱パ ネル 2 6 の内板 3 B と対向する右側壁用断熱パ ネル 2 7



の内板 3 1 C にも、図示はしないが、棚受部材 4 0 と、冷蔵室底板用取付部

材 4 1 と、第一レール用取付部材 4 2 と、仕切壁用取付部材 4 3 と、第二レ

—ル用取付部材 4 4 と、支持具 6 5 とが設けられている。右側壁用断熱/ 《ネ

ル 2 7 の棚受部材 4 0 は、左側壁用断熱パネル 2 6 の棚受部材 4 0 と対向 し

ている。右側壁用断熱パネル 2 7 の冷蔵室底板用取付部材 4 は、左側壁用

断熱パネル 2 6 の冷蔵室底板用取付部材 4 と対向 している。右側壁用断熱

パネル 2 7 の第一 レール用取付部材 4 2 は、左側壁用断熱パネル 2 6 の第一

レール用取付部材 4 2 と対向 している。右側壁用断熱パネル 2 7 の仕切壁用

取付部材 4 3 は、左側壁用断熱パネル 2 6 の仕切壁用取付部材 4 3 と対向 し

ている。右側壁用断熱パネル 2 7 の第二レール用取付部材 4 4 は、左側壁用

断熱パネル 2 6 の第二レール用取付部材 4 4 と対向 している。右側壁用断熱

パネル 2 7 の支持具 6 5 は、左側壁用断熱パネル 2 6 の支持具 6 5 と対向 し

ている。図 6 に示すように、後壁用断熱パネル 2 5 も、左側壁用断熱パネル

2 6 と同様に、外板 3 O A と内板 3 1 A との間に真空断熱パネル 3 2 を有 し

て構成されている。

[0022] 天井壁用断熱パネル 2 8 は、図 7 に示すように、外板 3 0 D と、内板 3 1

D と、真空断熱パネル 3 2 と、断熱材である発泡ウレタン3 3 とを有 してい

る。外板 Dは、金属板で構成されている。内板 3 D は、合成樹脂の一体成

形品で構成されている。天井壁用断熱パネル 2 8 の真空断熱パネル 3 2 は、

内板 3 Dの裏面に対 して、接着などにより固定されている。真空断熱パネ

ル 3 2 と外板 3 0 D との間には、発泡ウレタン3 3 が充填されている。真空

断熱パネル 3 2 は、発泡ウレタン3 3 に比べて熱伝導率が低 く断熱性能が高

し、。天井壁用断熱パネル 2 8 は、図 1 に示すように、後方上部にあって L 字

状に凹む機械室 2 8 k を有 している。機械室 2 8 k には冷凍サイクルのコン

プレッサ 3 6 が収容されている。

[0023] 底壁用断熱パネル 2 9 は、天井壁用断熱パネル 2 8 と形状は異なるが、天

井壁用断熱パネル 2 8 と同様に、外板 3 0 E と内板 3 1 E との間に真空断熱

パネル及び発泡ウレタンを有 している。外板 3 0 A ~ 3 0 E は断熱キャビネ



ッ卜2 の外面すなわちキャビネッ卜外面を構成 している。内板 3 1 A ~ 3 1

B は、断熱キャビネット2 の庫内内面を構成 している。

[0024] 図 6 に示すように、後壁用断熱パネル 2 5 と左側壁用断熱パネル 2 6 とは

、左後部のコーナ一部において固定具 2 3 A や図示 しないね じ等によって連

結されている。また、後壁用断熱パネル 2 5 と右側壁用断熱パネル 2 7 とは

、右後部のコーナ一部において固定具 2 3 A と同様の固定具 2 3 B やね じ等

によって連結されている。このコーナ一部には、適宜発泡スチロールゃソフ

卜テープ、スポンジテープなどの断熱材 3 4 a ~ 3 4 c が設けられる。又、

天井壁用断熱パネル 2 8 及び底壁用断熱パネル 2 9 も、適宜これら各断熱パ

ネル 2 5 ~ 2 7 と連結されている。さらに、左側壁用断熱パネル 2 6 の前部

と右側壁用断熱パネル 2 7 の前部とは、前仕切部材 1 0 、 1 1、 1 2 、 1 3

によって連結されている。

[0025] 図 8 及び図 9 に示すように、断熱キャビネット2 の前面の開口の縁部のう

ち、左右の前縁部すなわち左側壁用断熱パネル 2 6 の前縁及び右側壁用断熱

パネル 2 7 の前縁部は、縦補強部材 5 1、 5 1 により補強されている。さら

に上部前縁から左右前縁にかけては、上部補強部材 5 2 により補強されてい

る。なお、この図 8 及び図 9 では、図面の煩雑さを避けるため、各部材 4 0

~ 4 4 、 6 5 の図示を省略 している。

[0026] 左右の縦補強部材 5 は左右対称形であるので、左側の縦補強部材 5 に

ついて説明する。縦補強部材 5 の上下方向の長さ寸法は、左側壁用断熱パ

ネル 2 6 の上下方向の長さとほぼ同 じ長さ寸法に設定されている。縦補強部

材 5 の断面形状は、図 1 1 に示すように、外側板部 5 a 、中間板部 5

b 、内側板部 5 1 c を有 し、後側が開放された溝形に構成されている。ただ

し、縦補強部材 5 1 の一部つまり前仕切部材 1 0 、 1 1、 1 3 との接続部に

おいては、図 1 3 及び図 1 4 に示すように、内側板部 5 c が切除された L

字状に形成されている。

[0027] 縦補強部材 5 1 は、図 1 0 に示すように、左側壁用断熱パネル 2 6 の前縁

部に上方からあるいは下方から揷入されている。左側壁用断熱パネル 2 6 の



前縁部においては、外板 3 0 B の屈曲部 3 0 b が真空断熱パネル 3 2 の前端

部から離れて前側に回り込んでいる。すなわち、この外板 3 0 B の屈曲部 3

0 b は、真空断熱パネル 3 2 よりも前方に位置 して真空断熱パネル 3 2 と離

間 し、断熱キャビネッ卜2 の開口側の端部つまり前端部が庫内側へ折れ曲が

つて形成されている。具体的には、屈曲部 3 0 b は、外側膨出部 3 0 b 1 と

、中間部 3 O b 2 と、内側延出部 3 O b 3 と、を有 している。外側膨出部 3

0 b 1 は、外板 3 0 B の前部 3 0 a よりも若干外側に膨出して真空断熱パネ

ル 3 2 と離間 している。中間部 3 0 b 2 は、外側膨出部 3 0 b の前端にお

いて内方向へ折れ曲がつている。内側延出部 3 O b 3 は、中間部 3 O b 2 の

内側端より後方へ屈曲 した L 字状に形成されている。これにより、外板 3 0

B の屈曲部 3 0 b は、後側が開放された溝形状に構成されている。

[0028] 縦補強部材 5 は、屈曲部 3 0 b の溝形状の内側に嵌合する形態で挿入さ

れ、接着やね じ止めなどによって外板 3 0 B に連結されている。又、縦補強

部材 5 は、内板 3 B から離間 している。すなわち、縦補強部材 5 は、

内板 5 B に対 して連結されていない。換言すれば、縦補強部材 5 と内板

5 B とは非連結状態である。なお、この図 1 0 において、真空断熱パネル

3 と外側膨出部 3 0 b との間には、冷凍サイクルの放熱パイプ5 3 が配

設されている。

[0029] 又、内板 3 1 B と外板 3 0 B の屈曲部 3 0 b との間には、この間を封止す

る合成樹脂製のシ一ル部材 5 4 が設けられている。シ一ル部材 5 4 は、断熱

キャビネッ卜2 前面の結露を防止する防露パイプ5 5 を固定するパイプホル

ダ部 5 4 a を有 している。防露パイプ5 5 は、冷凍サイクルの放熱パイプの

—部によって構成されている。なお、放熱パイプ5 3 は、図 6 に示すように

左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁用断熱パネル 2 7 の後部にも設けられて

いる。又、外板 3 0 B の前部 3 0 a 内には、例えばソフ トテ一プなどで構成

された断熱材 3 7 、 3 7 が設けられている。

[0030] 上部補強部材 5 2 は、図 8 、図 9 に示すように、中間板部 5 2 a 、左板部

5 2 b および右板部 5 2 c で構成されている。左板部 5 2 b および右板部



5 2 c は、中間板部 5 2 a の両端部か ら直角に垂れ下がるように して構成 さ

れている。左右板部 5 2 b 、 5 2 c は、左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁

用断熱パネル 2 7 の前部 に対 して、上方か ら差 し込 まれる。 これにより、左

右板部 5 2 b 、 5 2 c は、図 1 1 に示すように、縦補強部材 5 1 の内面に接

した状態で固定される。 このように して、中間板部 5 2 a は、天井壁用断熱

パネル 2 8 の前縁部 に固定されている。

[0031 ] この場合、比較的重量が重いコンプレッサ 3 6 は、断熱キャビネッ 卜2 の

後部 に設けられる。一方、縦補強部材 5 1 及び上部補強部材 5 2 は、断熱キ

ャビネッ 卜2 の前寄 り、すなわちコンプレッサ 3 6 よ りも前側 に設けられる

。 このため、縦補強部材 5 及び上部補強部材 5 2 は、断熱キャビネッ 卜2

における前後の重量の均等化に寄与 している。

[0032] ヒンジ部材 1 7 b は、図 1 2 および図 1 3 に示すように、断熱キャビネッ

卜2 の左側壁用断熱パネル 2 6 と前仕切部材 1 0 との接続部分に設けられて

いる。又、 ヒンジ部材 1 8 b は、図 2 に示すように、右側壁用断熱パネル 2

7 と前仕切部材 1 0 との接続部分に設けられている。各 ヒンジ部材 1 7 b 、

1 8 b の取 り付け構成は、左右対称であるので、 ヒンジ部材 1 7 b 部分につ

いて説明する。縦補強部材 5 は、前仕切部材 1 0 との接続部 において、図

1 0 に示 した前記内側板部 5 c の一部が切除されて L 字状 に形成 されてい

る。同様 に、図 1 0 に示 した外板 3 0 B の内側延出部 3 0 b 3 も切除されて

いる。

[0033] また、図 1 3 に示すように、左側の縦補強部材 5 の裏面 と、前仕切部材

1 0 の裏面 とを跨いで補強当て部材 5 6 が設けられている。 また、 ヒンジ部

材 1 7 b は、左側壁用断熱パネル 2 6 前面 と、前仕切部材 1 0 の前面 とを跨

いで設けられている。すなわち、 ヒンジ部材 1 7 b には、例えば 3 つのね じ

揷通孔部 1 7 b 1 、 1 7 b 2 、 7 b 3 が形成 されている。又、外板 3 0 B

の中間部 3 O b 2 には、ね じ揷通孔部 3 0 mが形成 されている。そ して、縦

補強部材 5 の中間板部 5 b には、ね じ揷通孔部 5 b が形成 されてい

る。



[0034] さらに、補強当て部材 5 6 には、 3 つのね じ螺合孔部 5 6 a 、 5 6 b 、 5

6 c が形成されている。このね じ螺合孔部 5 6 a 、 5 6 b 、 5 6 c は、雌ね

じ部及びタッピング用孔部を含んでいる。また、補強当て部材 5 6 には、皿

状に窪んだ窪部 5 6 d が形成されている。窪部 5 6 d の底部には、ね じ揷通

孔部 5 6 e が形成されている。前仕切部材 1 0 には、ね じ揷通孔部 1 0 a 、

1 0 b が形成されている。

[0035] ここで、補強当て部材 5 6 及びヒンジ部材 1 7 b の取り付けについて説明

する。まず、補強当て部材 5 6 を、縦補強部材 5 1 及び前仕切部材 1 0 の裏

側に配置する。そして、 ヒンジ部材 1 7 b を、外板 3 0 B の中間部 3 0 b 2

の前面及び前仕切部材 1 0 の前面に配置する。その後、 ヒンジ部材 1 7 b の

ね じ揷通孔部 1 7 b 1 と、外板 3 0 B のね じ揷通孔部 3 0 山と、縦補強部材

5 のね じ揷通孔部 5 b 1 とに、ね じ5 7 a を通す。そして、そのね じ5

7 a を、補強当て部材 5 6 のね じ螺合孔部 5 6 a にね じ込む。さらに、 ヒン

ジ部材 1 7 b のね じ揷通孔部 1 7 b 2 と、前仕切部材 1 0 のね じ揷通孔部 1

O a とに、ね じ5 7 b を通す。そして、そのね じ5 7 b を補強当て部材 5 6

のね じ螺合孔部 5 6 b にね じ込む。同様に、 ヒンジ部材 1 7 b のね じ揷通孔

部 1 7 b 3 と、前仕切部材 1 0 のね じ揷通孔部 1 0 b とに、ね じ5 7 c を通

す。そして、そのね じ5 7 c を補強当て部材 5 6 のね じ螺合孔部 5 6 c にね

じ込む。

[0036] これによつて、 ヒンジ部材 1 7 b は、前仕切部材 1 0 と左側壁用断熱パネ

ル 2 6 との接続部分に固定される。この場合、 ヒンジ部材 1 7 b は、その一

部が縦補強部材 5 に固定されている。すなわち、 ヒンジ部材 1 7 b は、そ

の一部が補強当て部材 5 6 を介 して縦補強部材 5 に接続されている。又、

上側のヒンジ部材 1 7 及び 1 8 a は、天井壁用断熱パネル 2 8 の上面側に

おいて、上部補強部材 5 2 の左右のコーナ一部、つまり中間板部 5 2 a と、

左右板部 5 2 b 、 5 2 c との接続部の近傍に、ね じによって固定されている

[0037] 前仕切部材 1 0 の裏側には、合成樹脂製の仕切裏カバ一 5 8 が設けられて



いる。仕切裏 カバ一 5 8 は、前仕切部材 1 0 を補強当て部材 5 6 に取 り付け

る前 に、予め補強当て部材 5 6 に設けられている。 この場合、補強当て部材

5 6 には、ね じ揷通孔部 5 6 e が形成 されている。ね じ揷通孔部 5 6 e には

、皿ね じ5 9 が通される。そ して、ね じ揷通孔部 5 6 e に通された皿ね じ5

9 は、補強当て部材 5 6 の裏側 に配置された仕切裏 カバ一 5 8 にね じ込 まれ

る。その後、前仕切部材 1 0 を、補強当て部材 5 6 に取 り付ける。 これによ

り、仕切裏 カバ一 5 8 は、補強当て部材 5 6 を介 して、前仕切部材 1 0 に固

定される。

[0038] 次 に、前仕切部材 1 1 と左側壁用断熱パネル 2 6 との接続部分、及び前仕

切部材 1 1 と右側壁用断熱パネル 2 7 との接続部分について、前仕切部材 1

と左側壁用断熱パネル 2 6 との接続部分を代表 し、図 1 4 及び図 1 5 を参

照 して説明する。なお、前仕切部材 1 1 と右側壁用断熱パネル 2 7 との接続

部分は、前仕切部材 1 1 と左側壁用断熱パネル 2 6 との接続部分 と左右対称

に構成 されている。

[0039] 縦補強部材 5 は、前仕切部材 1 1 との接続部 において、図 1 0 に示 した

内側板部 5 1 c の一部 を切除 した L 字形状 に形成 されている。 また、外板 3

O B も、前仕切部材 1 1 との接続部 において、図 1 0 に示 した内側延出部 3

O b 3 が切除されている。そ して、縦補強部材 5 1 の裏面 と前仕切部材 1 1

の裏面 とを跨いで補強当て部材 6 が設けられている。前仕切部材 1 1 は、

補強当て部材 6 を介 して、縦補強部材 5 に接続 されている。

[0040] すなわち、外板 3 0 B の中間部 3 0 b には、ね じ揷通孔部 3 0 n が形成

されている。そ して、縦補強部材 5 の中間板部 5 b には、ね じ揷通孔部

5 1 b 2 が形成 されている。 さらに補強当て部材 6 1 は、 3 つのね じ螺合孔

部 6 1 a 、 6 1 b 、 6 1 c と、皿状 に窪んだ窪部 6 d が形成 されている。

窪部 6 d の底部 には、ね じ揷通孔部 6 e が形成 されている。 また、前仕

切部材 1 1 には、ね じ揷通孔部 1 1 a 、 1 1 b が形成 されている。

[0041 ] この場合、 まず、補強当て部材 6 を、縦補強部材 5 及び前仕切部材 1

1 の裏側 に配置する。そ して、ね じ6 2 a を、外板 3 0 B のね じ揷通孔部 3



0 n 及び縦補強部材 5 のね じ揷通孔部 5 b 2 に通す。そして、そのね じ

6 2 a を、補強当て部材 6 のね じ螺合孔部 6 a にね じ込む。同様に、ね

じ6 2 b を前仕切部材 1 1 のね じ揷通孔部 1 1 a に通 し、ね じ6 2 c を前仕

切部材 1 1 のね じ揷通孔部 1 1 b に通す。そして、ね じ6 2 b を補強当て部

材 6 1 のね じ螺合孔部 6 1 b にね じ込むとともに、ね じ6 2 c を補強当て部

材 6 のね じ螺合孔部 6 c にね じ込む。これにより、前仕切部材 1 1 と縦

補強部材 5 とは、補強当て部材 6 によって相互に固定される。

[0042] 前仕切部材 1 1 の裏側には、合成樹脂製の仕切裏カバ一 6 3 が設けられて

いる。仕切裏カバ一 6 3 は、前仕切部材 1 1 を左側壁用断熱パネル 2 6 に取

り付ける際、予め補強当て部材 6 1 に設けられている。この場合、補強当て

部材 6 には、ね じ揷通孔部 6 e が形成されている。ね じ揷通孔部 6 e

には、皿ね じ6 4 が通される。そして、ね じ揷通孔部 6 1 e に通された皿ね

じ6 4 は、補強当て部材 6 の裏側に配置された仕切裏カバ一 6 3 にね じ込

まれる。その後、前仕切部材 1 1 を、補強当て部材 6 に取り付ける。これ

により、仕切裏カバ一 6 3 は、補強当て部材 6 1 を介 して、前仕切部材 1 1

に固定される。

[0043] また、仕切裏カバ一 6 3 は、左側壁用断熱パネル 2 6 に設けられた支持具

6 5 によって支持されている。図 1 5 に示すように、支持具 6 5 は、例えば

合成樹脂製であって、突出部 6 5 a と、延出部 6 5 b 、 6 5 c とを一体に有

している。突出部 6 5 a は、矩形のプロック状に構成されている。突出部 6

5 a は、ね じ揷通孔部 6 5 d とザダリ部 6 5 e とを有 している。ね じ揷通孔

部 6 5 d は、突出部 6 5 a を上下方向に円形に貫いて形成されている。ね じ

揷通孔部 6 5 d は、左右方向にやや長い長孔状に形成されている。ザダリ部

6 5 e は、ね じ揷通孔部 6 5 d の内径よりも大きな内径であって、突出部 6

5 a の下側の面から上方へ向って突出部 6 5 a の厚みの途中部分まで窪むよ

うにして形成されている。

[0044] 延出部 6 5 b 、 6 5 c は、突出部 6 5 a の水平方向の端部この場合内板 3

B側の端部から上下方向に延び出た矩形の板状に構成されている。延出部



6 5 b 、 6 5 c の水平方向の厚み寸法は、突出部 6 5 a の上下方向の厚み寸

法よりも小さい。また、内板 3 B には、孔部 3 k が形成されている。孔

部 3 k は、内板 3 B を、突出部 6 5 a よりもやや大きく、かつ、延出部

6 5 b 6 5 c の外形よりも小さい矩形状に貫いて形成されている。

[0045] 支持具 6 5 は、左側壁用断熱パネル 2 6 を組み立てた際、内板 3 1 B に設

けられる。この場合、支持具 6 5 の突出部 6 5 a が、内板 3 B の孔部 3

k に対 して、左側壁用断熱パネル 2 6 の内側から外側、すなわち真空断熱パ

ネル 3 2 側から庫内側へ向って通される。そして、延出部 6 5 b 、 6 5 c と

内板 3 1 B との間、および延出部 6 5 b 、 6 5 c と真空断熱パネル 3 2 との

間に接着剤等が設けられる。これにより、支持具 6 5 は、延出部 6 5 b 、 6

5 c が、内板 3 B と真空断熱パネル 3 2 との挟まれた状態で、内板 3 B

および真空断熱パネル 3 2 に接着されて固定される。

[0046] 仕切裏カバ一 6 3 は、被支持部 6 3 a を有 している。被支持部 6 3 a は、

仕切裏カバ一 6 3 下部にあって、支持具 6 5 に対応する部分を下方から上方

へ向って窪ませて形成されている。被支持部 6 3 a は、下側から上側へ向つ

て形成されたね じ螺合孔部 6 3 b を有 している。支持具 6 5 の突出部 6 5 a

は、被支持部 6 3 a に入り込んでいる。そして、被支持部 6 3 a のね じ螺合

孔部 6 3 b には、ね じ揷通孔部 6 5 d に通されたね じ6 6 がね じ込まれてい

る。これにより、仕切裏カバ一 6 3 は、下部に設けられた被支持部 6 3 a が

支持具 6 5 によって支持され、ね じ6 6 によって支持具 6 5 に固定されてい

る。

[0047] 仕切裏カバー 6 3 は、左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁用断熱パネル 2

7 との間に予め隙間Gが生 じるように、その左右の長さ寸法が設定されてい

る。すなわち、左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁用断熱パネル 2 7 は、図

6 に示す断熱キャビネッ卜2 の外側の幅寸法 H s を基準にして組み立てられ

る。この場合、左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁用断熱パネル 2 7 に生 じ

る厚み寸法のばらつきは、断熱キヤビネッ卜2 の内側の幅寸法 H u を変化さ

せることで吸収される。これにより、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の製



造過程で生 じる該左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の厚み寸法のば らつきは

、ある程度許容される。

[0048] この場合、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の厚み寸法が許容範囲の最大

値 となると、断熱キャビネッ ト2 の内側の幅寸法 H u は最小値 となる。仕切

裏 カバ一 6 3 は、 この断熱キヤビネッ 卜2 の内側の幅寸法 H u が最小値の場

合においても、隙間G が生 じるように、その左右の長さ寸法が設定されてい

る。ただ し、 この隙間G は僅かなものである。 この隙間G には、 ソフ トテ一

プなどの断熱材を詰めても良い。

[0049] 次 に、左側壁用断熱パネル 2 6 に設けられた棚受部材 4 0 と、冷蔵室底板

用取付部材 4 1 と、第一 レール用取付部材 4 2 と、仕切壁用取付部材 4 3 と

、第二 レール用取付部材 4 4 とについて説明する。

[0050] 棚受部材 4 0 は、図 1 6 、図 1 7 に示すように、複数の突出部 4 0 a 、 4

O b と、延出部 4 0 c と、 を有 している。延出部 4 0 c は、上下方向に長い

矩形の板状 に構成 されている。突出部 4 0 a 、 4 O b は、上方へ向 く鉤状 に

形成 され、延出部 4 0 c の左右の両端部か ら庫内側へ突出 している。突出部

4 0 a は、左右二個の突出部 4 0 a で一対をな している。同様 に、突出部 4

O b は、左右二個の突出部 4 0 b で一対をな している。突出部 4 O b は、突

出部 4 0 a の下方に設けられている。 この場合、棚受部材 4 0 は、例えば金

属製の板か ら突出部 4 0 a 、 4 0 b 、 および延出部 4 0 c を打ち抜 き、その

後、突出部 4 0 a 、 4 0 b を折 り曲げることで構成 されている。 この棚受部

材 4 0 の鉤状の突出部 4 0 a 、 4 0 b には、図示 しない棚が載せ られる。

[0051 ] 内板 3 B には、孔部 3 1 a 、 3 1 b が上下に離れて形成 されている。孔

部 3 1 a 、 3 1 b は、内板 3 B を、それぞれ一対の突出部 4 0 a 、 4 0 b

を入れ込むことが可能な形状の矩形 に貫いて形成 されている。棚受部材 4 0

の突出部 4 0 a 、 4 0 b は、内板 3 1 B の裏面側か ら孔部 3 1 a 、 3 1 匕に

揷入されて内板 3 B の表面側へ突出されている。延出部 4 0 c は、内板 3

B の裏面であって孔部 3 1 a 、 3 1 b の周辺部 に接着 されている。延出部

4 0 c が設けられた内板 3 1 B は、図 5 に示すように、その裏面が真空断熱



パネル 3 2 に接着されている。このように、棚受部材 4 0 は、図 1 6 に示す

ように、延出部 4 0 c が内板 3 B と真空断熱パネル 3 2 との間に挟まれた

状態で固定されている。

[0052] 冷蔵室底板用取付部材 4 1 は、補強部材取付部を兼用するものであり、図

3 に示すように、冷蔵室底板 8 の下側に設けられている。冷蔵室底板用取付

部材 4 1 は、図 1 8 、図 1 9 に示すように、全体として前後方向に長 く延び

る長尺状に構成されている。冷蔵室底板用取付部材 4 は、突出部 4 a と

、延出部 4 b と、係合部 4 c とを一体に有 している。これら突出部 4

a と、延出部 4 b と、係合部 4 c とは、例えば金属板を折り曲げること

によって一体に形成されている。延出部 4 b は、内板 3 B に平行つまり

ほぼ垂直であって前後方向に長い矩形の板状に形成されている。突出部 4

a は、延出部 4 1 b の上縁部から庫内側へほぼ水平に折り曲げられて形成さ

れている。係合部 4 c は、延出部 4 b の下縁部から庫内側へほぼ水平に

折り曲げられ、さらにその庫内側の端部が下方へほぼ垂直に折り曲げられて

形成されている。この冷蔵室底板用取付部材 4 において、突出部 4 a か

ら延出部 4 1 b にかけての縦断面は、 L 字状に形成されている。すなわち、

突出部 4 a と延出部 4 b とは、その縦断面が L 字状となるように連続 し

ている。また、冷蔵室底板用取付部材 4 1 の縦断面は、全体として庫内側が

開放された溝形状となっている。

[0053] 突出部 4 a には、図 1 9 に示すように、複数の配置孔部 4 d と、複数

のね じ揷通孔部 4 e とが形成されている。配置孔部 4 d は、突出部 4

a の長尺方向に沿った、すなわち前後方向に延びたスリツ卜状の連結用孔部

である。ね じ揷通孔部 4 1 e は、左右方向に長い長孔からなる連結用孔部で

ある。又、内板 3 B には、図 1 8 に示すように、孔部 3 1 d 、 3 1 e が形

成されている。孔部 3 1 d 、 3 1 e は、スリツ卜状に形成されている。孔部

3 d には、内板 3 B の裏側から突出部 4 a が揷入される。孔部 3 e

には、内板 3 B の裏側から係合部 4 c が揷入される。そして、冷蔵室底

板用取付部材 4 の延出部 4 b は、内板 3 B の裏面と真空断熱パネル 3



2 とで挟まれた状態で、内板 3 B の裏面と真空断熱パネル 3 2 とに接着さ

れる。この場合、冷蔵室底板用取付部材 4 は、係合部 4 c と孔部 3 e

とが係合することにより、左側壁用断熱パネル 2 6 に対する取付強度が向上

する。

[0054] 冷蔵室底板用取付部材 4 は、左右の内板 3 1 B、 3 1 C に対向 して対と

なるように設けられている。左右の冷蔵室底板用取付部材 4 1、 4 1 には、

橋架状補強部材 7 の一端部及び他端部が連結されている。橋架状補強部材

は、例えば、左右方向に長い矩形状の金属板の両端部を上方へ折り曲げ

て構成されている。橋架状補強部材 7 の一端部及び他端部は、冷蔵室底板

用取付部材 4 1、 4 1 の前後方向の中央部分に設けられている。冷蔵室底板

用取付部材 4 1、 4 1 の前後方向の中央部分のね じ揷通孔部 4 e には、下

方からね じ7 2 が通されている。そのね じ7 2 は、橋架状補強部材 7 にね

じ込まれる。これにより、橋架状補強部材 7 1 の両端部は、左右の冷蔵室底

板用取付部材 4 1、 4 1 に固定される。このようにして、左右の冷蔵室底板

用取付部材 4 1、 4 1 は、橋架状補強部材 7 によって相互に連結される。

[0055] この場合、ね じ揷通孔部 4 1 e は、左右方向に長い長孔で構成されている

。そのため、橋架状補強部材 7 は、左右の冷蔵室底板用取付部材 4 に対

して連結位置の調整が可能である。 したがって、橋架状補強部材 7 1 は、左

右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の厚み寸法にばらつきがあっても、左右の冷

蔵室底板用取付部材 4 に対 して良好に取り付けることができる。

[0056] すなわち、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 は、図 6 に示す断熱キャビネ

ッ卜2 の外側の幅寸法 H s を基準にして組み立てられる。この場合、左右側

壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の厚み寸法のばらつきは、断熱キャビネット2 の

内側の幅寸法 H u を変化させることで吸収される。ね じ揷通孔部 4 1 e は、

断熱キャビネッ卜2 の内側の幅寸法 H u の変化に対応するため、ね じ7 2 の

径よりも大きく左右方向に長い長孔に形成されている。これにより、冷蔵室

底板用取付部材 4 に対する橋架状補強部材 7 の取り付け位置を、断熱キ

ャビネッ卜2 の内側の幅寸法 H u の変化に応 じて調整することができる。そ



して、橋架状補強部材 7 は、左右の冷蔵室底板用取付部材 4 1、 4 1 に対

する取付位置が調整された後、冷蔵室底板用取付部材 4 に対 してね じ7 2

により強固に連結される。このため、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 が湾

曲方向へ変形することを効果的に抑制することができる。

[0057] 冷蔵室底板 8 は、下面側から下方へ突出する図示 しない係合突起を有 して

いる。冷蔵室底板 8 は、この係合突起を、冷蔵室底板用取付部材 4 1 の上方

から配置孔部 4 1 d にはめ込んで配置されている。この場合、比較的重量が

重いコンプレッサ 3 6 は、断熱キャビネッ卜2 の後部寄りに設けられている

。これに対 し、橋架状補強部材 7 1 は、断熱キャビネット2 の前部寄りに設

けられている。 したがって、橋架状補強部材 7 は、断熱キャビネッ卜2 に

おける前後の重量の均等化に寄与 している。

[0058] 第一 レール用取付部材 4 2 は、図 5 に示すように、野菜室 4 の左右側方に

あって前後方向に二個設けられている。第一レール用取付部材 4 2 について

図 2 0 、図 2 1 を参照 して説明する。第一レール用取付部材 4 2 は、例えば

金属製の板によって、突出部 4 2 a と、延出部 4 2 b と、上側係合部 4 2 c

と、下側係合部 4 2 d と、を一体に有 して構成されている。突出部 4 2 a は

、内板 3 1 B から庫内側へ突出する形態であって庫内側の底が塞がれたほぼ

円筒形に形成されている。この場合、突出部 4 2 a は、椀状に近い円筒形に

形成されている。

[0059] 延出部 4 2 b は、突出部 4 2 a の裾から周囲の上下方向へ延びる板状に形

成されている。上側係合部 4 2 c は、延出部 4 2 b の上部にあって延出部 4

2 b の前後方向の中央部分に一個設けられている。上側係合部 4 2 c は、上

方へ向って L 字状に突出している。すなわち、上側係合部 4 2 c は、延出部

4 2 b の上端部分から庫内側へ突出するように折れ曲がり、さらにその突出

した先端部分が上方へ折れ曲がつている。下側係合部 4 2 d は、延出部 4 2

b の下部にあって延出部 4 2 b の前後方向に二個設けられている。下側係合

部 4 2 d は、延出部 4 2 b の下端部分から庫内側へ突出するように折れ曲が

つている。突出部 4 2 a には、ね じ螺合孔部 4 2 e が形成されている。



[0060] 内板 3 B には、内板 3 B を円形 に貫いて孔部 3 f が形成 されている

。第一 レール用取付部材 4 2 の突出部 4 2 a は、内板 3 1 B の裏側か ら孔部

3 f に揷入されて、孔部 3 f か ら庫内側へ突出されている。 また、内板

3 B には、上側係合孔部 3 g 及び下側係合孔部 3 h が形成 されている

。上側係合孔部 3 g 及び下側係合孔部 3 h は、内板 3 B を前後方向に

長いス リツ 卜状 に貫いて形成 されている。上側係合孔部 3 g は、孔部 3

f の上方に一箇所形成 されている。下側係合孔部 3 h は、孔部 3 f の下

方にあって前後方向に二箇所形成 されている。

[0061 ] この場合、内板 3 1 B に対する第一 レール用取付部材 4 2 の取 り付けは、

次のように して行 う。 まず、第一 レール用取付部材 4 2 の上側係合部 4 2 c

を、内板 3 B の裏面側か ら上側係合孔部 3 g に揷入する。そ して、第一

レール用取付部材 4 を、上側係合部 4 2 c を軸 に して内板 3 B 側へ回転

させなが ら、突出部 4 2 a を孔部 3 1 f に揷入するとともに、下側係合部 4

2 d を下側係合孔部 3 h に揷入する。 このとき、延出部 4 2 b と内板 3 1

B の裏面 との間には接着剤が塗布されてお り、 これにより延出部 4 2 b は、

内板 3 B の裏面に接着 される。 また、延出部 4 2 b は、真空断熱パネル 3

2 にも接着剤などによって接着 されている。 このように、延出部 4 2 b は、

内板 3 B と真空断熱パネル 3 2 とで挟 まれた状態で、内板 3 B および真

空断熱パネル 3 2 に接着 によって固定されている。

[0062] 第一 レール用取付部材 4 2 には、図 2 1 に示すように、 レール 4 5 が取付

られる。 レ一ル 4 5 は、前後方向に延びてお り、野菜室 4 の扉 1 9 の裏側 に

取 り付けられる図示 しない支持枠の前後方向の移動を案内する。 レール 4 5

は、第一 レール用取付部材 4 2 の突出部 4 2 a に形成 されたね じ螺合孔部 4

2 e に対 して、ね じがね じ込 まれることによって固定される。 仕切壁用取

付部材 4 3 は、補強部材取付部 を兼用するものであ り、図 3 に示すように、

断熱仕切壁 9 の近傍 この場合断熱仕切壁 9 の下側 にあつて、前後方向に延び

る形態で設けられている。仕切壁用取付部材 4 3 について、図 2 2 、図 2 3

を参照 して説明する。仕切壁用取付部材 4 3 は、冷蔵室底板用取付部材 4 1



と同様に構成されている。すなわち、仕切壁用取付部材 4 3 は、例えば金属

板から全体として前後方向に延びる長尺状に形成されている。仕切壁用取付

部材 4 3 は、突出部 4 3 a と、延出部 4 3 b と、係合部 4 3 c とを有 してい

る。これら突出部 4 3 a と、延出部 4 3 b と、係合部 4 3 c とは、例えば金

属板を折り曲げることによって一体に形成されている。

[0063] 延出部 4 3 b は、内板 3 1 B に平行つまりほぼ垂直であって前後方向に長

い矩形の板状に形成されている。突出部 4 3 a は、延出部 4 3 b の上縁部か

ら庫内側へほぼ水平に折り曲げられて形成されている。係合部 4 3 c は、延

出部 4 3 b の下縁部から庫内側へほぼ水平に折り曲げられ、さらにその庫内

側の端部が下方へほぼ垂直に折り曲げられて形成されている。この場合、突

出部 4 3 a から延出部 4 3 b にかけての縦断面は、 L 字状に形成されている

。すなわち、突出部 4 3 a と延出部 4 3 b とは、その縦断面が L 字状となる

ように連続 している。また、仕切壁用取付部材 4 3 の縦断面は、全体として

庫内側が開放された溝形状となっている。

[0064] 突出部 4 3 a には、複数の配置孔部 4 3 d が形成されている。配置孔部 4

3 d は、突出部 4 3 a の長尺方向に沿った、すなわち前後方向に延びたスリ

ッ卜状の連結用孔部である。又、内板 3 B には、孔部 3 ί 、 3 j が形

成されている。孔部 3 ί 、 3 1 j は、スリツ卜状に形成されている。孔部

3 i には、内板 3 B の裏側から突出部 4 3 a が揷入される。孔部 3 j

には、内板 3 1 B の裏側から係合部 4 3 c が揷入される。そして、仕切壁用

取付部材 4 3 の延出部 4 3 b は、内板 3 1 B の裏面と真空断熱パネル 3 2 と

で挟まれた状態で、内板 3 B の裏面と真空断熱パネル 3 2 とに接着される

。この場合、仕切壁用取付部材 4 3 は、係合部 4 3 c と孔部 3 j とが係合

している。これにより、仕切壁用取付部材 4 3 の左側壁用断熱パネル 2 6 に

対する取付強度が向上する。

[0065] 断熱仕切壁 9 は、図 2 3 に示すように、外筐部 9 a の内部に発泡ウレタン

などの断熱材 9 b を有 している。外筐部 9 a には、突起部 9 c が一体に形成

されている。突起部 9 c は、外筐部 9 a の左右両端の下側面から下方へ向つ



て突出した円柱形に形成されている。なお、図 2 3 には、左側端部の突起部

9 c のみ図示 している。突起部 9 c は、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 に

取り付けられた仕切壁用取付部材 4 3 の配置孔部 4 3 d に差 し込まれて係合

されている。これにより、断熱仕切壁 9 は、断熱キャビネット2 の内部を上

下に仕切るようにして、断熱キャビネット2 に設けられている。この場合、

断熱仕切壁 9 は、橋架状補強部材を兼用 している。

[0066] 断熱仕切壁 9 の左右長さは、仕切裏カバー 6 3 と同様に、左側壁用断熱パ

ネル 2 6 及び右側壁用断熱パネル 2 7 の厚み寸法のばらつきを考慮 して、隙

間Gが生 じる長さ寸法に設定されている。又、同様の理由で、配置孔部 4 3

d の左右方向の内径寸法は、断熱仕切壁 9 の突起部 9 c の左右方向の外径寸

法よりもやや大きめに設定されている。これにより、断熱仕切壁 9 は、仕切

壁用取付部材 4 3 に対する連結位置の調整が可能となっている。

[0067] 第二 レール用取付部材 4 4 は、図 3 に示すように、主冷凍室 7 の左右側方

にあって前後方向に二個設けられている。第二レール用取付部材 4 4 は、前

記第一レール用取付部材 4 2 と同様の構成であって、同様にして内板 3 B

に取り付けられている。なお、隙間G には適宜ソフ トテープなどの断熱材を

詰めると良い。

[0068] これによれば、断熱キヤビネッ卜2 は、庫外側の面を構成する外板 3 0 A

~ 3 0 E と、庫内側の面を構成する内板 3 A 3 E との間に、断熱材と

して真空断熱パネル 3 2 を有 している。真空断熱パネル 3 2 は、発泡ウレタ

ン3 3 と比べて断熱性能が高い。 したがって、断熱キャビネット2 は、その

周囲の壁を薄いものとすることができる。

[0069] ここで、一般的な冷蔵庫の断熱キャビネットにおいて、左右側壁の開口側

の縁部は、他の部分に比べて強度が弱くなり易く、外力が加わることによつ

て比較的変形 し易いことがある。そして、本実施形態のように、真空断熱パ

ネル 3 2 を用いて周壁の薄型化を図った断熱キャビネッ卜2 では、左右側壁

用断熱パネル 2 6 2 7 の前面の開口側の端部に加わる外力の影響がより大

きく出易くなるおそれがある。この場合、例えば、左右側壁用断熱パネル 2



6 、 2 7 の前面の開口側の端部 に回転扉 1 5 、 1 6 等の荷重が加わると、そ

の荷重によって左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 が変形するおそれがある。

[0070] そこで、本実施形態の断熱キャビネッ 卜2 は、縦補強部材 5 を有 してい

る。縦補強部材 5 は、左側壁である左側壁用断熱パネル 2 6 及び右側壁で

ある右側壁用断熱パネル 2 7 の前面開口縁部 にそれぞれ設けられている。 こ

れによれば、断熱キヤビネッ 卜2 の左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の強度

が強化される。 したがって、 これ ら左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の前面

の開口側の端部 に外力が加わ つた場合であつても、左右側壁用断熱パネル 2

6 、 2 7 の変形 を抑制することができる。

[0071 ] 冷蔵室底板用取付部材 4 及び橋架状補強部材 7 によって左右側壁用断

熱パネル 2 6 、 2 7 の湾曲方向に対する変形 を抑制することは、左右側壁用

断熱パネル 2 6 、 2 7 の厚み寸法が 3 5 m m以下の場合に特 に有効である。

本実施形態では、真空断熱パネル 3 2 の厚み寸法は 2 O m mであ り、外板 3

0 B と内板 3 1 B との厚み寸法の合計は 1 . 5 m mである。 したがって、左

右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の全体の厚み寸法は、 2 1 . 5 m mであ り、

さらに有効な 2 5 m m以下の厚み寸法 となっている。

[0072] 左側壁用断熱パネル 2 6 は、屈曲部 3 0 b を有 している。屈曲部 3 O b は

、外板 3 0 B における断熱キャビネッ 卜2 の開口側の端部つまり前端部 を庫

内側へ折 り曲げ、 さらにその先を後側へ折 り曲げて形成 されている。縦補強

部材 5 は、屈曲部 3 0 b の内側すなわち真空断熱パネル 3 2 側の面に沿 つ

て設けられている。 これによれば、縦補強部材 5 1 に加え、屈曲部 3 O b も

、左側壁用断熱パネル 2 6 の前端部の強度の向上に寄与される。 したがって

、左側壁用断熱パネル 2 6 はさらに強化されて、 これにより、外力による変

形がさらに抑制 される。右側壁用断熱パネル 2 7 についても、左側壁用断熱

パネル 2 6 と同様である。

[0073] 左側壁用断熱パネル 2 6 において、縦補強部材 5 は、内板 3 B に対 し

て連結 されていない。すなわち、縦補強部材 5 は、内板 3 B に対 して非

連結状態 となっている。 ここで、縦補強部材 5 1 は外力に対 して比較的強い



。そのため、例えば、外板 3 O B と内板 3 B とが縦補強部材 5 によって

接続されていると、この縦補強部材 5 によって、外板 3 0 B と内板 3 B

とは、真空断熱パネル 3 2 の厚み方向すなわち外板 3 0 B と内板 3 B とが

離間する方向への移動が規制される。この場合、真空断熱パネル 3 2 の製造

時に、真空断熱パネル 3 2 の厚み寸法にばらつきが生 じても、外板 3 0 B と

内板 3 B との間の距離は、真空断熱パネル 3 2 の厚み寸法のばらつきに追

従できない。すると、外板 3 0 B と内板 3 1 B とに過大な力が作用すること

があり、その結果、外板 3 0 B や内板 3 1 B が変形 したり、図 6 に示す断熱

キャビネッ卜2 の外側幅寸法 H s に誤差が生 じたりすることがある。

[0074] そこで、本実施形態において、外板 3 0 B と内板 3 B とは、真空断熱パ

ネル 3 2 を介 して相互に接合されているが、縦補強部材 5 を介 しては相互

に接合されていない。これによれば、外板 3 0 B と内板 3 1 B とは、真空断

熱パネル 3 2 の厚み寸法の変化による左右方向すなわち真空断熱パネル 3 2

の厚み方向への相対的な移動は許容される。すなわち、真空断熱パネル 3 2

の厚み寸法にばらつきが生 じた場合には、外板 3 0 B と内板 3 1 B とが真空

断熱パネル 3 2 の厚み方向へ相対的に移動することができる。そのため、外

板 3 0 B と内板 3 B との間の距離は、真空断熱パネル 3 2 の厚み寸法のば

らつきに追従することができる。 したがって、真空断熱パネル 3 2 の厚み寸

法にばらつきが生 じた場合であっても、外板 3 0 B と内板 3 B とに過大な

力が作用することが抑制される。その結果、外板 3 0 B や内板 3 1 B が変形

したり、図 6 に示す断熱キャビネッ卜2 の外側幅寸法 H s に誤差が生 じたり

することを抑制することができる。右側壁用断熱パネル 2 7 についても、左

側壁用断熱パネル 2 6 と同様である。

[0075] 回転扉 1 5 を支持する上下一対のヒンジ部材 1 7 a 、 7 b のうち、一方

のヒンジ部材 1 7 b は左側壁用断熱パネル 2 6 に設けられ、他方のヒンジ部

材 1 7 a は天井壁用断熱パネル 2 8 に設けられている。そして、一方のヒン

ジ部材 1 7 b の一部は、縦補強部材 5 に固定されている。回転扉 1 5 の重

量による負荷及び開閉時の操作によりヒンジ部材 1 7 に加わる負荷が大きい



。 しか し、このヒンジ部材 1 7 b は、比較的強度が強い縦補強部材 5 1 によ

つて支持されている。 したがって、 ヒンジ部材 1 7 b は、負荷によって、取

付位置が移動 したりヒンジ軸 1 7 b j が傾いたりすることが抑制される。そ

のため、回転扉 1 5 の回転を良好な状態に維持することができる。

[0076] また、 ヒンジ軸 1 7 b j が傾 くことが抑制されるため、回転扉 1 5 が傾 く

ことも抑制される。 したがって、回転扉 1 5 が傾 くことにより、左側壁用断

熱パネル 2 6 の前端部に過大な力が加わることも抑制される。これにより、

ヒンジ部材 1 7 b 部分における左側壁用断熱パネル 2 6 の変形を抑制するこ

とができる。なお、回転扉 1 6 を支持する一対のヒンジ部材 1 8 a 、 1 8 b

についても同様の効果を奏する。また、他方のヒンジ部材 1 7 a 、 8 a は

、天井壁用断熱パネル 2 8 における左右のコーナ一部に設けられているため

、回転扉 1 5 、 6 による負荷に対 しては比較的強い構造となっている。ち

なみに、回転扉で開閉する貯蔵室が断熱キャビネッ卜の下部にある場合には

、他方のヒンジ部材 1 7 a 、 1 8 a を、底壁用断熱パネル 2 9 に設けても良

い。

[0077] 補強当て部材 5 6 は、縦補強部材 5 の裏側に設けられている。そして、

ヒンジ部材 1 7 b の一部は、補強当て部材 5 6 を介 して縦補強部材 5 に固

定されている。つまり、 ヒンジ部材 1 7 b は、縦補強部材 5 と補強当て部

材 5 6 とによって支持されている。 したがって、 ヒンジ部材 1 7 b の取付位

置が下がったり、 ヒンジ部材 1 7 b が下方へ傾いたりすることをより効果的

に抑制することができる。 ヒンジ部材 1 8 b についても同様である。

[0078] 冷蔵庫 1 は、引き出し式の扉 1 9 、 2 0 、 2 1、 2 2 によって開閉される

複数の貯蔵室として、野菜室 4 、製氷室 5 、小冷凍室 6 、及び主冷凍室 7 を

備えている。この複数の貯蔵室 4 、 5 、 6 、 7 のうち、容積の大きい主冷凍

室 7 は、他の貯蔵室この場合野菜室 4 、製氷室 5 及び小冷凍室 6 よりも下方

に設けられている。これによれば、引き出し式扉の負荷によって、断熱キヤ

ビネット2 が変形することを抑制することができる。すなわち、引き出し式

の扉 1 9 、 2 0 、 2 1、 2 2 は、図示 しない貯蔵容器を有 している。



[0079] 例 えば、扉 1 9 、 2 2 は、図 2 1 に示すように、 レール 4 5 によって出 し

入れ可能に支持されている。なお、扉 2 0 、 2 1 に対する レールについては

図示 していない。 レール 4 5 や、扉 2 0 、 2 1 を支持する図示 しない レール

は、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 に設けられている。 この場合、断熱キ

ャビネッ ト2 の左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 には、 レール 4 5 等を介 し

て、貯蔵容器も含めた扉 1 9 、 2 0 、 2 1、 2 2 の重量による負荷が加わる

。そ して、貯蔵室の容積が大 きいほど、貯蔵容器も含めた扉 1 9 、 2 0 、 2

1、 2 2 の重量による負荷は大 きくなる。

[0080] そこで、本実施形態において、容積の大 きい主冷凍室 7 は、他の貯蔵室 こ

の場合野菜室 4 、製氷室 5 及び小冷凍室 6 よりも下方に設けられている。 こ

れによれば、主冷凍室 7 に設けられる扉 2 2 及び貯蔵容器の重量を、底壁用

断熱パネル 2 9 の近傍の左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 で受けることがで

きる。つまり、左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 において、底壁用断熱パネ

ル 2 9 の近傍は、底壁用断熱パネル 2 9 と接続 されているため、左右側壁用

断熱パネル 2 6 、 2 7 における他の部分に比べて比較的変形 し難い。そのた

め、他の貯蔵室よりも重量が有 る主冷凍室 7 の扉 2 2 及び貯蔵容器を、左右

側壁用断熱パネル 2 6 2 7 における底壁用断熱パネル 2 9 の近傍で受ける

ことで、扉 2 2 及び貯蔵容器による左右側壁用断熱パネル 2 6 、 2 7 の変形

をさらに低減することができる。

[0081 ] コンプレッサ 3 6 は、断熱キャビネッ ト2 の上壁である天井壁用断熱パネ

ル 2 8 の後部 に設けられている。 これに対 し、縦補強部材 5 1 は、 コンプレ

ッサ 3 6 よりも前方に設けられている。 これによれば、縦補強部材 5 1 は、

断熱キヤビネッ 卜2 における前後方向の重量の均等化に寄与できる。

[0082] なお、回転扉は、断熱キャビネッ ト2 の開口全体を開閉するものであって

も良い。 この場合、回転扉を支持する上下一対の ヒンジ部材のうち、一方の

ヒンジ部材を断熱キャビネッ 卜2 の天井壁すなわち天井壁用断熱パネル 2 8

に設け、他方の ヒンジ部材を断熱キャビネッ 卜2 の底壁すなわち底壁用断熱

パネル 2 9 に設けた構成 とすることができる。



[0083] (第二実施形態）

次に、図2 4 を参照して第二実施形態について説明する。第二実施形態で

は、次の点が第一実施形態と異なる。すなわち、第一実施形態において、断

熱キャビネット2 の外箱は、分割された複数の外板、この場合、後壁用断熱

パネル 2 5 の外板 3 0 A と、左側壁用断熱パネル 2 6 の外板 3 0 B と、右側

壁用断熱パネル 2 7 の外板 3 OC と、天井壁用断熱パネル 2 8 の外板 3 0 D

と、底壁用断熱パネル 2 9 の外板 3 0 E とを組み合わせて構成されている。

これに対し、第二実施形態における断熱キャビネット2 の外箱は、該断熱キ

ャビネッ卜2 の外箱を構成する外板のうち、左側壁用断熱パネル 2 6 と右側

壁用断熱パネル 2 7 と底壁用断熱パネル 2 9 とに対応する部分の外板が一枚

の外板 8 5 で構成されている。

[0084] なお、第一実施形態では、断熱キャビネット2 を、後、左右、上下の各壁

部、つまり後壁用断熱パネル 2 5 と、左側壁用断熱パネル 2 6 と、右側壁用

断熱パネル 2 7 と、天井壁用断熱パネル 2 8 と、底壁用断熱パネル 2 9 とに

分割した。 しかし、これに限られず、例えば後壁部と上壁部とを一つの壁部

とし、この一つの壁部に左壁部、右壁部を接続する形態としても良いし、そ

の他、適宜分割形態は変更しても良い。この場合、真空断熱パネルは、各壁

部に対応する平板状としても良いし、複数の壁部にわたるように折り曲げた

形態でも良い。

[0085] また、断熱キャビネットの各壁部は、外板と内板との間に、真空断熱パネ

ルと、発泡ウレタン等を適宜配置しても良い。

また、断熱キャビネットの断熱材として、真空断熱パネルに換えて発泡ゥ

レタンを用いたものでも良い。

[0086] 以上説明した実施形態の冷蔵庫は、前面に開口を有する箱状に構成され庫

外側の面を構成する外板と庫内側の面を構成する内板との間に断熱パネルを

有する断熱キャビネッ卜を備える。前記断熱キャビネッ卜を構成する左側壁

及び右側壁の前記開口側の縁部には、縦補強部材が設けられている。これに

よれば、断熱キャビネッ卜の左右側壁が変形することを抑制できる。



本発明のい くつかの実施形態 を説明 したが、 これ らの実施形態は、例 と し

て提示 したものであ り、発明の範囲を限定することは意図 していない。 これ

ら新規な実施形態は、 その他の様 々な形態で実施 されることが可能であ り、

発明の要 旨を逸脱 しない範囲で、種 々の省略、置 き換 え、変更を行 うことが

で きる。 これ ら実施形態やその変更は、発明の範囲や要 旨に含 まれると共 に

、特許請求の範囲に記載 された発明 とその均等の範囲に含 まれる。



請求の範囲

前面 に開口を有する箱状 に構成 され庫外側の面 を構成する外板 と庫

内側の面 を構成する内板 との間に断熱パネル を有する断熱キャビネ ッ

卜を備 え、

前記断熱キヤビネ ッ 卜を構成する左側壁及び右側壁の前記開口側の

縁部 には、縦補強部材が設 け られている冷蔵庫。

前記左側壁及び右側壁の外板 は、前記断熱パネル よ りも前方 に位置

して前記断熱パネル と離間 し前記開口側の端部が前記庫 内側へ折れ曲

が って形成 された屈曲部 を有 し、

前記縦補強部材は、前記屈曲部の前記断熱パネル側の面 に沿 って設

け られている請求項 1 記載の冷蔵庫。

前記縦補強部材は、前記内板 に対 して連結 されていない請求項 1 又

は 2 記載の冷蔵庫。

前記断熱キャビネ ッ 卜には、上下一対の ヒンジ部材 によ り支持 され

る回転扉が少な くとも一つ設 け られ、

前記一対の ヒンジ部材の うち、一方は左側壁又は右側壁 に設 け られ

、他方は前記断熱キャビネ ッ 卜の天井壁又は底壁 に設 け られている請

求項 1 か ら3 いずれか一項記載の冷蔵庫。

前記左側壁又は右側壁 に設 け られる前記 ヒンジ部材は、 その一部が

前記縦補強部材 に固定されている請求項 4 記載の冷蔵庫。

前記縦補強部材の前記断熱 / くネル側の面 に当てて設 け られた補強当

て部材 を備 え、

前記左側壁又は右側壁 に設 け られる前記 ヒンジ部材は、 その一部が

前記補強当て部材 を介 して前記縦補強部材 に固定されている請求項 5

記載の冷蔵庫。

前記断熱キャビネ ッ 卜には、上下一対の ヒンジ部材 によ り支持 され

る回転扉が少な くとも一つ設 け られ、

前記一対の ヒンジ部材の うち、一方は前記断熱キャビネ ッ 卜の天井



壁 に設 け られ、他方は前記断熱キャビネ ッ 卜の底壁 に設 け られている

請求項 1 か ら 3 いずれか一項記載の冷蔵庫。

[ 請求項 8 ] 前記断熱キャビネ ッ ト内にあ って、引 き出 し式の扉 によって開閉さ

れる貯蔵室であ って、容量が異なる少な くとも二つの貯蔵室 を備 え、

前記貯蔵室の うち容積が大 きい貯蔵室は、 それ以外の貯蔵室の下方

に設 け られている請求項 1 か ら 7 いずれか一項記載の冷蔵庫。

[ 請求項 9 ] 前記断熱キャビネ ッ 卜の天井壁の後部 に設 け られたコンプ レッサを

備 え、

前記縦補強部材は、前記 コンプ レッサよ りも前側 に位置する請求項

1 か ら 8 いずれか一項記載の冷蔵庫。



















































INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.

I PCT / JP2 0 1 2 / 0 7 5 9 8 5
A . CLASSIFICATION OF SUBJECT MATTER
F25D23/0 6 ( 2 6 1 ) i , F25D23/02 ( 2 0 0 1 ) i

According to International Patent Classification (IPC) or to both national classification and IPC

B . FIELDS SEARCHED
Minimum documentation searched (classification system followed by classification symbols)
F 2 5 D 2 3 / 0 6 , F 2 5 D 2 3 / 0 2

Documentation searched other than minimum documentation to the extent that such documents are included in the fields searched
Jitsuyo Shinan Koho 1922-1 996 Jitsuyo Shinan Toroku Koho 1996-2012

Kokai Jitsuyo Shinan Koho 1 971-2012 Toroku Jitsuyo Shinan Koho 1994-2012

Electronic data base consulted during the international search (name of data base and, where practicable, search terms used)

C . DOCUMENTS CONSIDERED TO BE RELEVANT

Category* Citation of document, with indication, where appropriate, of the relevant passages Relevant to claim No.

X J P 2 0 0 6 - 9 7 9 0 4 A ( S anyo E lectri c C o . , Ltd . ) , 1 , 3
Y 1 3 Apri l 2 0 0 6 ( 1 3 . 0 4 . 2 0 0 6 ) , 4 - 9

A paragraph s [ 0 0 0 2 ] t o [ 0 0 0 3 ] 2

( a m i l y ： none )

J P 2 0 0 6 - 6 4 2 7 9 A ( Sharp Corp . ) , 4 - 6 , 8 , 9
0 9 March 2 0 0 6 ( 0 9 . 0 3 . 2 0 0 6 ) ,

paragraph s [ 0 0 2 1 ] t o [ 0 0 4 5 ] ； fig . 1 , 2A, 2 B
& C N 1 7 4 0 7 1 4 A

J P 7 - 3 0 5 9 4 6 A (Mat s u shita R e fri g e rati o n C o . ) 5 , 6 , 8 , 9
2 1 November 1 9 9 5 ( 2 1 . 1 1 . 1 9 9 5 ) ,

paragraph s [ 0 0 1 1 ] t o [ 0 0 1 3 ] ； fig . 3 , 4

( a m i l y ： none )

Further documents are listed in the continuation of Box C. See patent family annex.

* Special categories of cited documents: " later document published after the international filing date or priority
"A document defining the general state of the art which i s not considered date and not in conflict with the application but cited to understand

to be of particular relevance the principle or theory underlying tiie invention

"E earlier application or patent but published on or after the international "X" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
filing date considered novel or cannot be considered to involve an inventive

L document which may throw doubts on priority claim(s) or which i s step when the document i s taken alone
cited to establish the publication date of another citation or other "Y" document of particular relevance; the claimed invention cannot be
special reason (as specified) considered t o involve an inventive step when the document i s

"O" document referring to an oral disclosure, use, exhibnion or other means combined with one or more other such documents, such combination
"P" to the international filing date but later than being obvious to a person skilled in the art

"&" document member of the same patent family

Date of the actual completion of the international search Date of mailing of the international search report
2 1 D e cember , 2 0 1 2 ( 2 1 . 1 2 . 1 2 ) 0 8 January , 2 0 1 3 ( 0 8 . 0 1 . 1 3 )

Name and mailing address of the ISA/ Authorized officer
Japane s e Patent O f f i c e

Facsimile No. Telephone No.
Form PCT/ISA/210 (second sheet) (July 2009)



INTERNATIONAL SEARCH REPORT International application No.

8 5

C (Continuation). DOCUMENTS CONSIDERED TO BE RELEVANT

Category* Citation of document, with indication, where appropriate, of the relevant passages Relevant to claim No.

Mi cro f i l m o f the speci f i cati o n and drawi ngs 6 , 8 , 9
annexed t o the reque s t o f Japane se Uti l i t y
Model Appl i cati o n No . 1 88 6 69 / 1 983 (Laid-open
No . 9 65 7 6 / 1 985 )
(Kabu shi k i Kai sha General ) ,
0 1 July 1 985 (0 1 . 0 7 . 1 985 ) ,
spe c i f i cati o n , page 1 , l ine s 15 t o 1 8； fig . 4
5
( ami l y ： none )

J P 48 - 15 0 05 Y l (To kyo Shibaura El ectri c Co . , 7 - 9
Ltd . ) ,
2 5 Apri l 1 973 (25 . 0 . 1 973 ) ,
column 2 , l ine s 3 t o 35 ; fig . 1 t o 4
( ami l y ： none )

WO 2 0 0 9 / 1 01 803 A l (Panas oni c Co r p . ) 8 , 9
2 0 Augu s t 2 00 9 (2 0 . 0 8 . 2 00 9 ) ,
paragraph [ 0 0 6 ] ； fig . 3
& CN 10 1 94 6142 A

J P 2 0 0 6- 3 43 03 5 A (Sharp Co r p , 8 , 9
2 1 De cember 2 00 6 (2 1 . 12 . 2 0 0 6 )
paragraph [ 0 0 45 ]
( ami l y ： none )

A J P 8- 61 83 4 A (To shiba Co r p . ) 9
0 8 March 1 9 96 ( 08 . 0 3 . 1 9 96 ) ,
paragraph s [ 0 01 7 ] t o [ 0 023 ] ； fig . 1 t o 6
( ami l y ： none )

Form PCT/ISA/2 10 (continuation of second sheet) (My 2009)



国 際調 査 報 告 国 際 出願 番 号 P C T / J P 2 0 1 2 / 0 7 5 9 8 5

発 明 の属 す る分 野 の分 類 （国 際特 許 分 類 （I P C ) )

Int.Cl. F25D23/06 (2006. 01) i ，F25D23/02 (2006. 01) i

B . — 調 査 を行 っ た分 野

調 査 を行 っ た最 小 限資 料 （国 際特 許 分 類 （I P C ) )

Int.Cl. F25D23/06, F25D23/02

最 小 限資 料 以 外 の資 料 で調 査 を行 った分 野 に含 まれ る もの

日本 国 実 用新 案 公 報 9 2 2 - 1 9
日本 国公 開実 用新 案 公 報 9 7 1 - 2 0
日本 国 実 用新 案 登 録 公 報 9 9 6 - 2 0
日本 国登 録 実 用新 案 公 報 9 9 4 - 2 0

国 際調 査 で使 用 した電 子 デ -ス （デ ぃ -ス の 9名111 称 、調 査 に使 用 した用 語 )
6222
年年年年

C . 関連 す る と認 め られ る文 献

引用 文 献 の 関連 す る
カ テ ゴ リー * 引用 文 献 名 及 び 一 部 の箇 所 が 関連 す る とき は、 そ の 関連 す る箇 所 の表 示 請 求 項 の 番 号

X J P 2006-97904 A ( 三 洋 電 機 株 式 会 社 ）2006. 04. 13， 【0002】一 【0003】 1，3

Y ( フ ア ミ リー な し ） 4-9

A 2

Y J P 2006-64279 A ( シ ャ ー プ 株 式 会 社 ）2006. 03. 0 9， 【0021】一 【0045】 4—6，8，9

図 1 , 2 A , 2 B & CN 1740714 A

Y J P 7-305946 A (松 下 冷 機 株 式 会 社 ）1995. 11. 2 1 【0011】 一 【0013】 5，6，8，9

図 3 , 4 ( フ ァ ミ リ ー な し）

C 欄 の続 き に も文 献 が列 挙 され て い る c パ テ ン トフ ァ ミ リー に 関す る別 紙 を参 照。

* 引用 文 献 の 日の 後 に公 表 され た文 献
ΓΑ 」特 に 関連 の あ る文 献 で は な く、一 般 的技術 水 準 を示 す 「Τ 」 国 際 出願 日又 は優 先 日後 に公 表 され た文 献 で あ って

も の 出願 と矛 盾 す る もの で は な く、発 明 の原 理 又 は理 論
ΓΕ 」国 際 出願 日前 の 出願 ま た は特 許 で あ るが 、国 際 出願 日 の理解 の た め に 引用 す る もの

以後 に公 表 され た も の 「X 」特 に 関連 の あ る文 献 で あ って 、 当該 文 献 の み で発 明
「L 」優 先 権 主 張 に疑 義 を提 起 す る文 献 又 は他 の文 献 の発 行 の 新 規 性 又 は進 歩 性 が ない と考 え られ る も の

日若 し くは他 の 特 別 な理 由 を確 立 す る た め に 引用 す ΓΥ 」特 に 関連 の あ る文 献 で あ って 、 当該 文 献 と他 の 1 以

る文 献 （理 由 を付 す ） 上 の文 献 との 、 当業 者 に とって 自明 で あ る組 合 せ に
Γθ 」 口頭 に よ る開示 、使 用 、展 示 等 に言 及 す る文 献 よって進 歩 性 が ない と考 え
ΓΡ 」国 際 出願 日前 で 、かつ 優 先 権 の 主 張 の基礎 とな る出願 Γ& 」 同一 パ テ ン トフ ァ ミ リー 文 献

国 際調 査 を完 了 した 日 国 際調 査 報 告 の発 送 日
2 2 . 2 0 1 2 0 8 . 0 1 . 2 0 1 3

国 際調 査機 関 の名 称 及 び あ て先 特許 庁審 査 官 （権 限 の あ る職 員 ） 3 M 8 9 1 6

日本 国特 許 庁 （I S A J Ρ )
鈴 木 充

郵 便 番 号 1 0 0 — 8 9 1 5
東 京 都 千 代 田区霞 が 関三 丁 目 4 番 3 号 電話番 号 0 3 — 3 5 8 1 — 1 1 0 内線 3 3 7 7

様 式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ペ ー ジ） （2 0 0 9 年 7 月 ）



国際調 査報告 国際出願番 号 P C J P 2 0 0 7 5 9 8 5

C (続 き） . 関連す る と認 め られ る文献
引用文献 の 関連す る
カ テ ゴ リー * 引用文献名 及 び一部 の箇所 が 関連す る ときは、そ の 関連す る箇所 の表示 請求項 の番 号

Y 日本 国実用 新 案 登録 出願 58-188669 号 （日本 国実用 新 案 登録 出願 公 開 6，8，9

60-96576 号）の願 書 に添付 した 明細 書及 び 図面 の 内容 を撮影 したマ
イ ク 口 フ ィ ル ム （株 式 会社 ゼ ネ ラ ル ） 1985. 07. 01, 明細 書 第 1 頁第

1 5 — 1 8 行 、第 4 , 5 図 （フ ァ ミ リー な し）

Y J P 48-15005 Y 1 (東 京 芝 浦 電気株 式 会社 ) 1973. 04. 2 5， 7-9

第 2 欄 第 3 — 3 5 行 、第 1 4 図 （フ ァ ミ リー な し）

Y 0 2009/101803 A 1 (パ ナ ソニ ック株 式 会社 ） 2009. 08. 20, [0046] , 8，9
図 3 & CN 101946142 A

Y J P 2006-343035 A ー プ株 式 会社 ） 2006. 12. 21, 【0045】 8，9

( フ ア ミ リー な し )

A J P 8-61834 A (株 式 会社 東 芝 ) 1996. 03. 0 8 【0017】 - 【0023】 1-9

図 1 6 ( フ ァ ミ リー な し）

様 式 P C T I S A 2 1 0 (第 2 ペ ー ジ の 続 き） （2 0 0 9 年 7 月）


	abstract
	description
	claims
	drawings
	wo-search-report
	wo-search-report

